
6.た め 池 調 査
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堤体横断図 洪水吐横断図

(描き下げ) (描き上げ)

【ため池整備 P.9】

上流から下流に向かい左岸、右岸

左岸をNO.0とする。左側を左岸、右側を右岸

縦、横同スケールの方が判断しやすい。

NO.0

EP

池

下流

NO
.0

EP

左岸 右岸

NO.0

NO.2

・
・

重要！

既存資料の収集(今後への記録)

※用地関係の把握
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2.1.2 地質調査及び土質試験

　ため池及びため池周辺の地盤状況を把握し、その工学的性質を明らかにするために必要な地質調査及

び土質試験を行うものとする。

(1) 堤体及び堤体基礎地盤の調査

堤体及び堤体基礎地盤の調査は、ボーリング調査を原則とする。

a. 調査の種類と目的

ボーリング孔を利用した調査の種類及び目的は、図-2.1.1に示すとおりである。

　地耐力（N値換算）と概略の土層確認であれば、安価なスウェーデン式サウンディング試験も

対応が可能である。

【ため池整備 P.10】
左側が上流、右側が下流で上から下向きに作図する。(背中を向けて下がるように)

上池(池側)がNO.0、下から上方向へ作図する。

35



【ため池整備 P.11】

堤体の土質把握

基礎地盤の地質把握（平面的、縦断的）

現況堤体盛土材の流用の適否決定 *1

池内堆積泥土の確認 *2

床掘り深度の決定 *3

遮水工法（グラウト、シートパイル、*4

ブランケット等）の要、不要の決定

*1 乱した土の再転圧(締固め試験) *2 池敷内の調査が必要

*3 あまり深い位置まで改修する必要はない *4 法尻の

先端部であれば考えられる(浸透路長を延ばす)

図-2.1.1 ボーリング調査の種類と目的

b. ボーリング位置及び本数の決定

ボーリング位置及び本数は、堤体最大断面の中央及び上下流1箇所ずつの計3箇所を標準とする（図

-2.1.2）。ただし、谷地の袖部、皿池等の堤頂が長い場合は現場諸条件を考慮し追加調査を行う。

袖部 　県内の堤体盛土のN値はN<10，ほとんど

がN=1～5程度の値を示す。構造物築造に

おけるN値では問題であるが、アースダム

② ① ③ 河床部 としてのため池のN値としてはあまり大き

な問題とはならないことが多い。

　しかし、土層序，含有物，水位などに

袖部 は特に注意する必要がある。

図-2.1.2 ボーリング位置と本数の標準例

c. ボーリングの深度

ボーリングの深度は、基礎地盤面からおおむね5ｍ又は堤高相当の深さのいずれか浅い方を標準と

する。（図-2.1.3）。

この深度までを調査することにより、各設計段階で必要とする地盤の透水性及び強度を把握する

には十分と考えられる。

なお、ここでいう基礎地盤面は、既存資料により、又はボーリング作業により判断されるが、判

断が困難な場合は現況底樋底面の高さとしてよい。

コウセキ

第4紀洪積世… 更新世（200万年前～1万年前）洪積層

チュウセキ

第4紀沖積世… 完新世（1万年前～現在） 沖積層

固い洪積台地の上に沖積低地が広がる構造となる。

コアの採取

（堤体及び地盤の地質調査）

透水試験

（堤体及び地盤の透水性調査）

標準貫入試験

（堤体の強度、地盤の支持力調査）

PS検層・密度検層及び孔径検層

（堤体基礎地盤の弾性定数調査）

上
流

下
流

谷地形状を確認して、旧河道位置となる

最深部位置を選定する。

N値：63.5kgの重りを75cmの高さから落下

させ、30cm貫入させるために要する回数

現位置の試料が必要な場合は、乱さない試

料を採取(シンウォールサンプリング)
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【ため池整備 P.12】

d. 各種試験等の方法及び頻度

(a) ボーリング孔径

　ボーリング孔径は、調査試験目的に応じて決定する必要があり、透水試験及び標準貫入試験を行う

場合は66ｍｍ以上、不攪乱試料の採取を行う場合は86ｍｍ以上を標準とし、採取対象土質に適合する

するサンプリング方法で実施する。 逸水状況、浸出口も確認する。

また、孔壁や堤体を変質・変状させないように、土質に適した掘削方法を選定する。

(b) 透水試験 *1

　透水試験は、パッカー法により、掘進するごとに連続して行う。ただし、ボーリング孔壁が自立し

ないような土質（水の多い砂や礫等）の場合は、ケーシング法が良好な結果が得られることがある。

　試験長は2ｍを標準とするが、透水性が大きい場合は、試験長を短くして透水箇所を確認する。

　また、木曽路盤面付近にあっては試験長をできる限り短くする。

　注水圧は、堤体に影響が及ばない範囲とする。

(c) 標準貫入試験

　標準貫入試験は、一般に1ｍごとに実施するが、土層に変化があれば可能な限り、少なくとも各層に

1回は実施する。

(d) PS検層、密度検層及び孔径（キャリパー）検層

　PS検層、密度検層及び孔径検層は一般に1ｍごとに実施するが、土層に変化があれば可能な限り、

少なくとも各層に1回は実施する。

(e) 水位 *2

　堤体内水位並びに基礎地盤内水位は既存ため池の耐震診断の際に必要となる場合もあるため、

ボーリング調査時に安定した孔内水位を記録する。

(2) 洪水吐基礎地盤の調査

　洪水吐を地山上に設けようとする時は、基礎地盤の地質を確認しておく必要がある。特に側水路式洪水

吐を計画する場合は、その構造上良好な基礎地盤が要求されるため、ボーリング調査により確認しておか

なければならない。

　特に流入部と減勢工は、流水による衝撃が加わるので十分良好な基礎地盤上に設置する。

(3) 底樋基礎地盤の調査

　堤体及び堤体基礎地盤におけるボーリング調査位置は、できるだけ底樋の計画路線や規模に配慮する。

　また、堤体縦断方向に土層の変化が予想される場合や、複数の取水管を設置する場合等では、調査本数

を増やすことが望ましい。特に次のような場合は、適切な方法による補足調査を行うことが望ましい。

① 軟弱層の層厚が著しく変化していたり、複雑な地層構成であるため、地層の連続性を明確にできな

い場合。

② 調査結果のばらつき等により、地盤の特性を的確に把握できない場合。

③ 液状化の可能性がある等、更に詳細な検討を必要とする場合。

*1 実施位置が重要であることから現場透水用のボーリング孔で行う。（地層確認ボーリングを別途に先

行する）

*2 孔内水位は非常に大切な判断要素であることから貯水位とともに観測し柱状図ならびに報告書に必ず

記載する。（1日～数日間の経緯も含めて観察する）

② 黒字：均一型式

赤字：前刃金型式

緑字：中心コア型式

沖積土の軟弱層が存在しても老朽

ため池でその位置まで改修するこ

とはしない。その可能性がある場

合は、他工法を考える場合がある。

（そのように考える）

①

貯水池水位との関係が大きな検証の要素となる ← 貯水位を計測する
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(4) 土質試験

　現況堤体及び基礎地盤にて実施する土質試験項目は、表-2.2.1を参考に、対象土に応じて適切に選定

するものとする。

　なお、三軸圧縮試験では、当該土層を代表する不攪乱供試体を用いることが望ましいが、それが困難な

場合は、乱した試料から供試体を作成する。

2.1.3 環境調査

適切な環境配慮対策の検討を行うための調査は、地域における環境の特性は何か、ため池が対象地域

の生態系にとってどのような役割を果たしているのか、という視点から、必要に応じて実施する。

【ため池整備 P.13】

現地状況に即した供試体を作成する。

※現状土により供試体を作成し三軸試験を実施する。

38



・ 土質とN値

　N値は多くの地点で測定され、かなりの精度で必要な土質定数が推定できるようになっており、

土質の工学的に判断できる数値であることから、重要な指標ではあるが、機械的な評価とされる

問題点も含む。

　千葉県内のため池の堤体(盛土)部のN値を見ると、3～6程度がほとんどであり、N>10を示すこ

とは稀である。しかし、大きな問題を生じているところは少ない。これは、次の事によるもので

あり、注意して評価する必要がある。(地質工学会「N値及びC・φ」 P.74～)

① 同じN値であっても土質により工学的性質が非常に異なる。

② 粘性土層はN値が小さくても良好な地盤と言える。

③ 砂・礫は粒径にもよるが、N値が大きくないと良好な地盤とは言えない。

【地質工学会「N値及びC・φ」 P.74】

1) Matsuo,S.,Nishida,K.:The Properties of Decomposed Granite Soils and their Influence on 
Permeabilty, Soil and Foundations, Vol.X,No.1,pp.93-105,1970

2) 西田一彦：風化残積土の工学的性質,鹿島出版会,pp.30-31,1986

また、一例としてN値から許容地耐力(qa)との関係を以下と考えられるとするものもある。

礫層 qa ＝ N/2 (t/m2) (50%程度)

砂層 qa ＝ N (t/m2) (同値)

粘土層 qa ＝ 2.5N (t/m2) (2.5倍) * t/m2 ＝ 9.807 kN/m2

（を示すことも多い。）
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【ため池整備 P.13】

目視確認

触手確認
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【ため池整備 P.14】

JIS:  Japanese Industrial Standards                日本工業規格

JGS:  The Japanese Geotechnical Society       公益社団法人地盤工学会基準

※D値：Density（密度）
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【ため池整備P.15】

ため池においては

条件の無いケース

※    圧密 ：Consolidated
排水 ： Drained
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【ため池整備 P.16】

乾燥側 湿潤側

最大乾燥密度(ρd max)

＝最適含水比(Wopt)

透水係数(k)は最適含水比よ

り少し大きい付近で最小を

示す。

ゼロ空気間隙曲線(締固めた土中の間

隙に空気が全く無い理想的な状態

空気間隙率 Va=0%,飽和度 Sr=100%

締固め曲線(コンパクションカーブ)

試料を締固める事で間隙中の空気を追

い出し、土の密度を高めることを言う。

これが土の種類、粒度、含水比の状態

で、締固めエネルギーにより変わるこ

とになる。

締固め状況
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【ため池整備P.17】

物理試験

力学試験 コンパクションカーブ
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【ため池整備P.18】

cm/s と m/s を間違わない
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【ため池整備P.19】

46



7.施 工 管 理
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【ため池整備P.142】

搬入道路の有無

借地(ストックヤード) 用地関係の整理

48



【ため池整備 P.143】

堆積土による底樋の開放ができないこ
とから落水が行えない池や底樋がない
(わからない) 池などは、 特に事前に
注意する。

用水の使用時期が終わった時点で早急に池の水位を低下、排水させ、池敷を湿潤状態とする。

全ての施工に有効に働く要件となる。

“乾燥させる” とあるが、
土材が乾燥することはない。
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【ため池整備 P.144】

堤体を掘削する場合、 また、 盛土を行う場

合のまき出しについても池側へ勾配が付くよ

う施工する。

腐植土、有機質となる要素を排除す
る。 →流用可能となる。

斜面部を残して法尻(足先)を深く

掘削するなどバランスを崩すよ う

な施工は避ける。

前面の土性が軟弱な場合には、特に注意が必要となる。
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【ため池整備 P.145】

※応力解放
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【ため池整備 P.146】

整形する。

土砂の場合はセメントや
ベントナイトなどと混合
し、突固める。

→コンクリートでも可

＊ 昔の人は 「粘り刃金」 などと言って、 壁土をこねた粘性土を木樋などの回りを巻き立て、

その上に堤体の盛土を行っていた。 これがコンタクトクレイとして施工される方法に整合する。

材質の違う(性格の違う)土質同志のなじみを良くする(密着性)ために行うものである。
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【ため池整備 P.147】

なじみを良くする転
圧効果の向上滑り面
とならない

段切はまき出した層の
下部への転圧効果を向
上させる。

土と コンクリートの材料の違いで土中の流速への相違によ り流速が増す。

壁にテーパー(傾斜)をつける。
コンタクトクレイを貼り付ける(特に遮水ゾーンにおいては) 
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【ため池整備 P.148】

表面を粗く仕上げる。
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【ため池整備 P.149】

上・下流方向と水の流れと等しくなる横断

方向の転圧は行わない

まき出し厚 25～30cm,仕上り厚20～25cmとすれば6～8cm。
これより5cmと想定するのもひとつである。

(少なく ともキャタピラ幅以下) 

(ブルーシート等による養生は必須である)
→含水比の高い土は締固まることが難しい。

(付着) 

タンパ ・ ランマなど自重が軽く 下部への効果が小さ
い機種

トレンチ挿入とする。

平面

縦断

もしくは、 浸透路長を長くし、迂回浸

透を軽減するためにハンチを切るよう

な形状で盛土する。

地山との接点

転圧が盛土の生命であり、 入念に施
工したものは簡単に漏れ出すことはない。

まき出し、 転圧する時の盛
土勾配は池側へ勾配がつく
ように施工する。

まき出し

軟弱であるからとまき出し厚を厚くする
と、下層まで重さが届かず、何層重ねて
も堅固な盛土層の構築とはならない。

基盤作りが最も重要な施工と言える。
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【ため池整備P.150】

比重が大きい(1.1～1.5) 

セメント

コンクリート

モルタル

グラウト

水と反応(水和)して硬化する性質を有する紛体

「セメント」 と 「砂」 と 「砂利(骨材)」の混合物

「砂(細骨材)」 と 「セメント」 と 「水」を練りで混ぜたもの

セメントミルク、ベントナイト等の非薬液系水ガラス,   分子等の薬液系

56



一般社団法人全国地質調査業協会連合会 「H14積算資料青本」 より 57



C.Bモルタル配合表

セメント 水 フロー値
ブリー
ジンク

7D強度 7D強度 28D強度 28D強度 w/C+B

kg kg L sec 率(%) kg/cm2 N/mm2 kg/cm2 N/mm2 (%)

721 200 メッシュ 36 757 10.0 20.1 1.97 52.2 5.11 100

500 200 メッシュ 100 800 11.7 0.0 26.8 2.41 60.4 5.92 130

498 200 メッシュ 50 822 10.0 6.7 0.66 18.3 1.79 100

423 200 メッシュ 70 838 10.0 3.5 0.34 8.2 0.80 170

316 200 メッシュ 79 869 10.0 2.0 1.96 3.0 0.29 220

300 200 メッシュ 100 865 10.0 1.0 4.9 0.44 14.8 1.45 210

300 200 メッシュ 50 885 8.4 5.0 3.4 0.31 7.8 0.76 250

264 200 メッシュ 88 882 10.0 0.6 0.06 1.7 0.17 250

194 200 メッシュ 97 901 10.0 0.5 0.05 0.8 0.08 310

107 200 メッシュ 107 924 10.0 0.2 0.02 0.4 0.04 430

750 250 メッシュ 50 750 12.0 5.0 80.0 7.84 150.0 14.7 94

721 250 メッシュ 36 757 10.0 27.5 2.69 71.0 6.96 100

650 250 メッシュ 50 780 12.0 50.0 4.90 90.0 8.82 110

540 250 メッシュ 50 810 12.0 5.0 25.0 2.40 40.0 3.90 150

527 250 メッシュ 53 812 12.0 9.1 0.89 19.1 1.87 140

430 250 メッシュ 50 850 11.0 5.0 10.0 0.98 18.1 1.76 177

400 250 メッシュ 50 857 11.0 5.0 6.0 0.59 12.0 1.17 214

385 250 メッシュ 64 853 10.0 3.5 0.34 6.4 0.62 190

350 250 メッシュ 50 830 10.0 5.0 0.49 10.0 0.98 210

334 250 メッシュ 33 881 4.0 0.39 5.6 0.54 240

300 250 メッシュ 100 865 8.7 1.0 5.4 0.48 14.9 1.46 210

300 250 メッシュ 50 885 8.4 5.0 3.4 0.33 7.8 0.76 250

273 250 メッシュ 68 887 10.0 1.1 0.10 2.0 0.19 260

250 250 メッシュ 80 890 10.0 2.5 0.24 11.0 1.07 270

250 250 メッシュ 60 898 10.0 2.3 0.22 8.4 0.28 290

250 250 メッシュ 50 900 10.0 5.0 2.0 0.19 4.0 0.39 300

240 250 メッシュ 50 905 10.0 5.0 1.0 0.09 3.0 0.29 377

218 250 メッシュ 73 902 10.0 0.9 0.08 1.6 0.15 310

200 250 メッシュ 80 906 10.0 1.4 0.13 6.8 0.66 323

200 250 メッシュ 60 914 10.0 1.3 0.12 4.9 0.48 352

165 250 メッシュ 82 915 10.0 0.7 0.06 1.2 0.11 310

150 250 メッシュ 80 922 9.8 0.7 0.06 3.8 0.37 400

150 250 メッシュ 60 930 9.8 0.6 0.05 2.3 0.22 442

100 250 メッシュ 100 929 9.7 1.8 0.5 0.05 0.8 0.08 460

93 250 メッシュ 93 934 9.2 0.2 0.02 0.3 0.03 500

88 250 メッシュ 88 938 9.0 2.8 0.2 0.02 0.3 0.03 533

83 250 メッシュ 83 940 8.6 1.5 0.0 0.00 0.9 0.09 566

600 300 メッシュ 50 800 12.0 5.0 30.0 2.94 50.0 4.90 133

570 300 メッシュ 28 808 13.5 15.1 1.48 28.5 2.79 135

306 300 メッシュ 31 891 10.0 1.8 0.17 2.6 0.25 265

250 300 メッシュ 42 904 10.0 0.9 0.08 1.3 0.12 310

198 300 メッシュ 50 918 10.0 0.5 0.05 0.7 0.06 370

165 300 メッシュ 55 926 10.0 0.4 0.04 0.5 0.05 420

135 300 メッシュ 67 931 10.0 0.2 0.02 0.4 0.04 460

83 300 メッシュ 83 940 8.9 0.01 0.0 0.00 1.5 0.14 566

83 300 メッシュ 42 957 8.0 7.0 0.0 0.00 0.2 0.02 765

60 300 メッシュ 60 958 10.0 0.2 0.02 0.3 0.03 800

*単位換算例 21Nmm2 = 2.14kg/mm2 = 214kg/cm2 = 0.214t/cm2 = 2140t/m2

ベントナイト

（参考）
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☆下流の ドレーン工は設置することを標準とする。 浸透水、 雨水処理に有効である。

構造物廻り はまき出し厚を薄く (25cm以下)、 入念に行う

(20cm) 

小割、 ほぐす、 除去

【ため池整備P.151】

59



【ため池整備P.152】

締固めの試験によるコンパクショ
ンカーブより求める。 P.154 

(はぎとり、 除去し、 再転圧を行う) 

隣接部は先行部を掘削し、重なるように
取り付けるよ うに施工する。

1.   乾燥密度で規定する場合

JIS A1210  締固め試験で最大乾燥密度（ρd max）に対する締固め度（D値）は

A法、B法 ・・・95%以上

C法、D法、E法 ・・・85%以上

2.   飽和度（Sr）で規定する場合

飽和度は、 85～95%の範囲とする。

3.   空気間隙率 （Va)で規定する場合

空気間隙率（Va)は、2～10%の範囲とする。

※ 土は同じ転圧回数ならば、 含水比の高い方が透水係数 (k) は小さく なる。
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【ため池整備P.153】

透水係数の単位は必ず注意し、確認する。〇〇 cm/sと〇〇 m/sでは100倍違う
-5-3
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【ため池整備 P.154】

D値：締固め度

0.90ρd max 

最小透水係数

盛土の含水比の許容範囲の湿潤側で転圧すれば透水係数は小さくなり、

乾燥側での施工に比べ著しく透水係数が小さくなる。
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施工時 目視管理

　目視管理は、材料状態はよいか、施工方法が正しく行われているか、均一性は保たれているか

等を、常に施工の状態を観察して判断するものである。目視管理項目としては次の項目がある。

1) まき出し厚さのチェック

全体あるいは部分的に厚すぎないか、転圧面とのなじみはよいか

2) 含水比のチェック

基準値はずれていないか、全体に均一か

3) 粒度状態のチェック

オーバーサイズはないか、全体に均一か

4) 転圧作業状況のチェック

締固め回数は不足していないか、未転圧部分はないか、締固め機械は正常であるか

5) 着岩部状態のチェック

岩盤部の清掃はなされているか、岩盤の状態はどうか、材料はあらくないか

6) 湧水処理状況のチェック

湧水は確実に処理されているか

刃金土(遮水用土)として利用可能な土質は、粘土・シルト分が30％以上と言われる。

目視・触手の判断

　粘土・シルト分が30％含有の土を実際に見るとかなり砂質っぽく見える。「これは粘

性土だ」と感覚的に思われる土は粘土・シルト分が50～70％程度含んでいる場合が多い。

　砂質土で含水比が高いと思っていても、10％程度のものがある。

（Fc）
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盛土の施工管理

　盛土の管理基準値は、設計時に意図した条件と施工方法との総合的見地から、安全かつ経済

的で、しかも実施可能な範囲で選定される。したがって、盛土管理基準値は設計条件を満足し

ていると同時に、選定された施工方法によって容易に得られるものでなければならない。これ

らは室内試験や試験盛土の結果に基づいて決められる。

　堤体盛土（刃金部）の施工管理は特に重要であり、施工の結果、所定の管理値に達していな

い場合は該当する盛土部分を取除かなければならない。

　不透水性材（刃金部）の管理基準は次のとおりとする。

項目 規格値 摘要

最大粒径 100mm

含水比
最適含水比以上
w90以下

高含水比の場合
特別規定値

締固め度
D値 90%以上
C値 95%以上

標準規定値

現場透水係数 1×10-5以下(cm/s)
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8.そ の 他
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ため池工事(池敷内土を改良し堤体盛土として利用する場合)の品質管理 (安房農事作成)

1. 発注後すぐ実施すること

配合試験

池敷内土砂を改良し堤体盛土に流用するため、前もって配合試験を行う。配合試験に

使用するセメント系固化材は、一般軟弱土用、六価クロム対策型、セメント石灰複合型の

3種類とし、配合量を50kg/m3、100kg/m3、150kg/m3、と変えて一軸圧縮強度を計測する。

目標強度は室内で300kN/m2(現場目標強度100ｋN/m2)とし、最も経済的な材料を決定する。

また、池敷内土砂の土質が場所により相違する場合は、監督議員に報告し、配合試験を

再度行う等の措置をとり、適正な配合方法を決定するものとする。

六価クロム溶出試験

池敷内をセメント系固化材で改良する前に適用配合量による六価クロム溶出試験を行い、

下記品質管理に示した環境基準以下であることを確認すること。

配合試験による供試体を使用し、環境基準値0.05mg/l以下を確認する。(試験頻度：3検体)

改良土の土質試験

改良土が盛土材料として適しているかどうか決定するため、下記の土質試験を行う。

土粒子の密度試験

粒度試験

含水比試験

突き固めによる土の締固め試験

(試験頻度：工事着手前に1回及び盛土材料が変わった時)

2. 工事施工中の品質管理

池敷土改良に伴う注意事項

池敷内土砂の含水比が高い場合、セメント系固化材で改良後、最適含水比(締固め試験

による値)に近づけるよう含水比調整を行った後、堤体盛土材として使用すること。

(改良後3日程度の養生が必要となる。)

場合により使用前に含水比試験を行う。

雨天時の土工、掘削盛土は避ける。

固化材の種類は土質に

よって変える。

養生期間は現場の土質に

より変える。
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混合状態

フェノール反応による目視

改良強度

一軸圧縮強度試験(3供試体/1ヶ所)材令7日及び28日

コーンペネトロ試験による…盛土が目標強度100kn/m2以上あることを確認する。

盛土管理

ア）堤体盛土　転圧方法

転圧は、堤体縦方向に施工するものとし層状にならないようにする。また、次層の転圧

をする時、下層が平滑な場合は上面を若干緩めてから、なじみを良くしてから次層を開

始する。

転圧の重複層は、30cm以上とする。

撒きだし厚30cm、転圧回数は5回を標準とし、試験施工により盛土材料の調査結果と照合

し、大きく違わないようか確認を図る。

イ）現場密度試験…D値90%以上

(試験頻度：盛土高さがおおむね60cmに達するごとに1回：1回あたり3試料とし平均をとる

こと)

密度試験は下記式による。

ウ）一軸圧縮試験…盛土が目標強度100kN/cm2以上あることを確認する。

(試験頻度：1箇所(3供試体)、7日及び28日強度を確認する。)

D値＝ ×100%
室内最大乾燥密度

現場乾燥密度

50mに1箇所

50mに1箇所

現場密度はRI(ラジオアイソトープ)法が迅速

で簡便であることから多く用いられる。

密度と含水比を知ることができる。
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3. 遮水シート（ベントナイト系）敷設における留意事項 (安房農事作成)

積算関係

1. 遮水シートの資材単価は物価本（建設物価・積算資料）による。

2. 歩掛は、20年度まではメーカーに見積もりを取って最低価格となるものを採用していた。

工事材料調達100万円以上となる場合、歩掛を特別調査単価で決定する。

品質関係

1. 材料の室内透水係数はk=5×10-6cm/s以下とする。（ため池指針 P.18)

2. ベントナイト質量は4kg/m
2
以上とする。（ため池指針 P.213)

3. ベントナイトが顆粒状である場合は、施工時かたよらないように注意させる。

（ボルクレイシート）

4. 日本水工水谷さんが推奨する遮水シートは、ローマット、ベントフィックスである。

ローマットは工場で一次膨潤しているため、現場ですぐに遮水効果を発揮するが、あらか

じめ水を含んでいるため、重いという欠点がある。あと、ローマット・ベントフィックス

は、不織布にはさんであるだけなので突然の降雨にはビニールシート等で養生が必ず必要

である。また、シート敷設後はすぐに盛土すること。

ガンドシールは、ベントナイトが高密度ポリエチレンに挟まっているので、降雨の影響は

受け辛く、施工性は良いが過信し、シートの上を頻繁に載っていると、ベントナイトがは

がれる恐れがある。特に斜面部ははがれやすいので、やはり敷設後はすぐに盛土した方が

良い。

5. 構造物まわりについては、漏水の一番の原因になるため、敷設を業者任せにせず、メー

カー指導のもと、確実に敷設する。（場合により、ベントナイトを練ったものをコンクリ

ート接着部に張ったり、ベントナイトの粉をまいたりすることもある。）

6. シートとの重合せ幅は、最低15cmは確保すること。（シートの種類によっても違う。ガン

ドシールは20cm）

7. ベントナイトシートの実績

合 有 戸 ・・・・ ローマット

足 長 ・・・・ ローマット・ガンドシール

原 岡 ・・・・ ベントフィックス・ガンドシール

葛 原 ・・・・ ボルクレイマット・ローマット

岩 婦 ・・・・ ガンドシール

市 部 ・・・・ ガンドシール

8. 堤体堀込部は水が出ることが多く、そのままシートを敷くとベントナイトが水没し、外に

流れ出てしまうので、なるべくドライな状態にして敷設すること。（固化改良や、ベント

ナイトの粉末を撒く等も場合により検討する。）
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土工関係

1.ため池堤体工事にかかるいわゆる「段切り」について

設計積算の手引きP2-7-27により、 段切りにかかる経費は準備費の率対象となっている為、

直接工事費には一切計上してはならない。 （段切りにかかる掘削、 整形、 盛土等）

2. 盛土水平面整形については、 整形面積に含めない。 （設計積算の手引きP2-4-5）

3.盛土の転圧については、締固め幅B=4.0m以上の部分は15tブル転圧で、それ以下は振動ロ

ーラ転圧とする。 （搭乗式かハンドガイド式かは、 扱い土量が500m3以上なら搭乗式を用

いる）

構造物周りは、人力（振動コンパクタ・タコ）等で念入りに締固めること。

4. 転圧の重複層は30cm以上とする。
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